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2つくばみらい市議会だより※表紙写真：みらいフェスタ前ミーティング

商工会青年部

市議会

ス
タ
、
逃
亡
中
等
）、
青
少
年
育
成
事
業
、
親

睦
事
業·

家
族
懇
親
会
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、

そ
し
て
こ
れ
ら
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
月

一
回
の
定
例
会
を
開
催
し
、
共
に
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
経
営
者
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

Q　

イ
ベ
ン
ト
に
て
「
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
」
と
あ

り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
。

A　

つ
く
ば
み
ら
い
市
市
制
施
行
以
前
よ
り
開
催

し
て
き
た
地
域
伝
統
の
夏
祭
り
に
な
り
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
親
し
み
が
あ
る
夏
祭
り
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
会
場
内
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
や
子

ど
も
広
場
、
各
種
模
擬
店
な
ど
を
設
け
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

毎
年
の
来
場
者
は
２
万
人
に
も
の
ぼ
り
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
の
市
町
村
か
ら
も
多
く
の
方
に
ご
来
場

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

よ
り
良
い
お
祭
り
に
す
る
為
に
年
明
け
か

ら
委
員
会
を
開
い
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

現
在
社
会
人
に
な
ら
れ
た
皆
様
も
、
も
し

か
し
た
ら
学
生
の
頃
や
幼
少
期
の
頃
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
い
て
い
た
お
祭
り
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
伝
統
あ
る
お
祭
り
を
後
世
の
子

ど
も
た
ち
に
も
つ
な
い
で
い
く
為
に
、
青
年

部
一
丸
と
な
り
、
未
来
へ
の
新
し
い
チ
ャ
レ

Q  

商
工
会
青
年
部
と
は
ど
の
よ
う
な
団
体
で
す

か
。

A　

商
工
会
を
形
成
す
る
1
部
会
で
、
商
工
会
の

事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
共
に
、
経
営

者
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
商
工
業
の

総
合
的
な
改
善
発
展
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地

域
の
振
興·

発
展
、社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
組
織
で
す
。

Q　

商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
何
名
在
籍

で
す
か
。

A　

令
和
６
年
３
月
26
日
現
在
で
48
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

Q
　
商
工
会
青
年
部
は
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や

活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

A　

夏
に
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
市
制
施
行
以
前

よ
り
開
催
し
て
き
た
地
域
伝
統
の
夏
祭
り
で

あ
る
現
行
の
「
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
」、
冬
に
は

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
某
テ
レ
ビ
系
列

で
放
送
し
て
い
る
大
規
模
な
鬼
ご
っ
こ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
逃
亡
中
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
大
小
関
わ
ら
ず
地

域
の
催
し
物
へ
の
協
力
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
内
に
お
い
て
も
、
講
習
会
や

セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
開
催
、
先
進
地
等
の
視
察

研
修
会
、
地
域
活
性
化
事
業
（
み
ら
い
フ
ェ

みらいフェスタ
実行委員長

野
の は ら

原 大
だいすけ

輔 さん

商工会青年部
部長

染
そ め や

谷 文
ふみあき

彰 さん

　

今
回
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
地
域
振
興
、

発
展
の
為
に
活
動
さ
れ
て
い
る
『
商
工
会
青
年

部
』
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
伝
統
あ
る
お
祭
り
に
現
代
の
新

し
い
時
代
の
流
れ
を
取
り
入
れ
、
新
時
代
の

お
祭
り
『
み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
』
を
創
造
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

伝
統
と
現
代
の
融
合
、
こ
れ
が
み
ら
い
フ
ェ

ス
タ
で
す
。

Q　

続
い
て
「
逃
亡
中
」
は
、
ど
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
か
。

A　

例
年
、
冬
に
実
施
し
て
い
る
、
某
テ
レ
ビ
系

列
で
放
送
し
て
い
る
大
規
模
な
鬼
ご
っ
こ
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会
場
と

し
て
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
を
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
内
の
小
学
生
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
扮
す
る
ハ
ン
タ
ー
か
ら
逃
げ
、

非
日
常
的
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Q　

こ
れ
か
ら
商
工
会
青
年
部
と
し
て
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
た
い
で
す
か
。

　
　
　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
青
年
部
が
抱

え
る
悩
み
は
あ
り
ま
す
か
。

A　

日
本
全
体
と
し
て
の
人
口
減
少·

高
齢
化
に
伴

い
、
地
域
の
中
小
事
業
者
数
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
青
年
部
も
同
様
で
、
当
部
に
お
い
て

も
年
々
部
員
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後
活
動

を
継
承
し
て
い
く
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

今
後
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、

積
極
的
に
青
年
部
の
活
動
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、
部
員
確
保
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、『
商
工
会
青
年
部
』
の
皆
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
皆
様
が
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
地
域

振
興
、
発
展
の
為
に
懸
命
に
活
動
さ
れ
て
い
る

内
容
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
取
材
者　

前
嶋
竜
乃
介
、
中
島
督
仁
）

ン
ジ
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
広
場
、『
子
ど
も
広
場
』
の
設
置
。

こ
こ
に
は
大
き
な
プ
ー
ル
が
あ
り
水
か
け
を

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
市

内
の
団
体
の
皆
様
が
色
々
な
発
表
を
さ
れ
た

り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
、
こ
こ
2
年
間
は
お

祭
り
で
は
非
常
に
珍
し
く
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

お
笑
い
芸
人
の
『
ダ
イ
ノ
ジ
』
さ
ん
に
よ
る
、

漫
才
師
×
Ｄ
Ｊ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
の
開
催
。
ど
迫
力
の
音
楽
に
合

わ
せ
会
場
に
い
る
皆
さ
ん
と
全
員
で
踊
る
、

こ
の
一
体
感
は
大
変
な
感
動
が
あ
り
ま
す
。

青年部定例会

「逃亡中」開会式

みらいフェスタ集合写真
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つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　

●
第
１
回
臨
時
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　

市
長
提
出
案
件	
４
件

　
　

議
員
提
出
案
件	

２
件

	

計
６
件

　
　
　

※
臨
時
会
で
決
ま
り
ま
し
た
議
会
人
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
だ
よ
り
特
別
号

（
５
月
１
日
発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

●
第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

　
　

市
長
提
出
案
件	

35
件

　
　

陳
情	

１
件

	

計
36
件

第
１
回
臨
時
会　

３
月
１
日　
（
１
日
間
）

第
１
回
定
例
会　

３
月
５
日
〜
３
月
22
日

	

（
18
日
間
）

議
案
審
議

令
和
６
年
度
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

一
般
会
計
予
算
は
２
９
１
億
２
，０
０
０
万
円

	

（
前
年
比
16
・
５
％
増
）

ここに注目
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
27
号
か

ら
議
案
第
32
号
ま
で
の
６
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
６
日
、
７
日
、
８
日
及
び
11

日
の
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

※当初予算額については、水道事業会計及び下水道事業会計以外は
歳入・歳出予算とも同額となります。

会計名 令和６年度の
当初予算額

前年度との
比較増減率

一般会計 291億2,000万円 16.5%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 48億3,363万3,000円 0.1%

後期高齢者医療特別会計 7億9,621万7,000円 9.0%

介護保険特別会計 37億4,895万8,000円 1.2%

水
道
事
業
会
計

水道事業収益（収入） 16億1,279万1,000円 △1.7%

水道事業費用（支出） 15億5,557万5,000円 0.1%

資本的収入 5億1,123万8,000円 △36.3%

資本的支出 11億968万円 △17.9%

下
水
道
事
業
会
計

下水道事業収益（収入） 18億3,107万1,000円 △2.6%

下水道事業費用（支出） 16億9,220万8,000円 5.5%

資本的収入 13億5,451万円 24.8%

資本的支出 17億3,638万8,000円 15.4%

会計別の予算額
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議
会
改
選
に
伴
い
、
新
た
に
監
査
委
員
を
選
任
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
の
医
療
福
祉
対
策
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
医

療
福
祉
費
支
給
に
係
る
重
度
心
身
障
害
者
等
の
対
象
範
囲
を

拡
充
し
ま
す
。

【
内
容
】

　

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
福
祉
制
度
の
対
象
と
し
て
、
次

の
手
帳
重
複
所
持
者
を
追
加
し
ま
す
。

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
及
び
療
育
手
帳
Ｂ
（
知
能
指
数

50
以
下
）
の
手
帳
重
複
所
持
者

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
２
級
の
手
帳
重
複
所
持
者

　

③
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
２
級
の
手
帳
重
複
所
持
者

　

④
療
育
手
帳
Ｂ
（
知
能
指
数
50
以
下
）
及
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
２
級
の
手
帳
重
複
所
持
者

【
改
正
時
期
】

　

令
和
６
年
４
月
診
療
分
か
ら
適
用

同
意
第
１
号　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　
つ
く
ば
み
ら
い
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Pick up1
医
療
福
祉
費
支
給
に
係
る
重
度
心
身
障

害
者
等
の
対
象
範
囲
を
拡
充
し
ま
す

Pick up2
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

直な

お

い井　

高た
か
ひ
ろ宏　

（
新
任
）　
弥
柳
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令和６年第１回臨時会　　議決一覧表令和６年第１回臨時会　　議決一覧表

令和６年第１回定例会　　議決一覧表令和６年第１回定例会　　議決一覧表

議案番号 議　案　名 結　　果

報告第 1 号 専決処分の報告について（第１号） 報　告

報告第 2 号 専決処分の報告について（第２号） 報　告

承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて（第１号） 承　認

承認第 2 号 専決処分の承認を求めることについて（第２号） 承　認

発議第 1 号 つくばみらい市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

発議第 2 号 議会広報特別委員会の設置に関する決議 原案可決

議案番号 議　案　名 結　　果

議案第 1 号
つくばみらい市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決

議案第 2 号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 原案可決

議案第 3 号 つくばみらい市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 原案可決

議案第 4 号 つくばみらい市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第 5 号 つくばみらい市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 6 号 つくばみらい市手数料の特例に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 7 号 つくばみらい市敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 原案可決
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議案番号 議　案　名 結　　果

議案第 8 号 つくばみらい市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 9 号 つくばみらい市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 10号
つくばみらい市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 11号
つくばみらい市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例

原案可決

議案第 12号 つくばみらい市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 13号 つくばみらい市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 14号 つくばみらい市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 15号 つくばみらい市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 16号 つくばみらい市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 17号 つくばみらい市水道事業給水条例及びつくばみらい市水道法施行条例の一部を改
正する条例 原案可決

議案第 18号 市道路線の廃止について 原案可決

議案第 19号 市道路線の変更について 原案可決

議案第 20号 市道路線の認定について 原案可決

議案第 21号 令和５年度つくばみらい市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議案第 22号 令和５年度つくばみらい市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
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番号 請願・陳情名 結　　果

陳情第 4 号 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求
める陳情

全議員及び
執行部に配布

議案番号 議　案　名 結　　果

議案第 23号 令和５年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 25号 令和５年度つくばみらい市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 26号 令和５年度つくばみらい市下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 27号 令和６年度つくばみらい市一般会計予算 原案可決

議案第 28号 令和６年度つくばみらい市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第 29号 令和６年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第 30号 令和６年度つくばみらい市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第 31号 令和６年度つくばみらい市水道事業会計予算 原案可決

議案第 32号 令和６年度つくばみらい市下水道事業会計予算 原案可決

議案第 33号 令和５年度つくばみらい市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 34号 令和５年度つくばみらい市一般会計補正予算（第１０号） 原案可決

議案第 35号 令和６年度つくばみらい市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

同意第 1 号 監査委員の選任について 同　意
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議
案
第
７
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
敬
老
祝
金
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
質
疑
者
】

　
古
川
よ
し
枝 

議
員

議
案
第
８
号
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
質
疑
者
】

　
古
川
よ
し
枝 

議
員

議
案
質
疑第

１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

討

論

議
案
第
４
号
…
…
…
…
…
…
…

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
賛
成
討
論
】　
古
川
よ
し
枝 

議
員

議
案
第
７
号
…
…
…
…
…
…
…

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
敬
老
祝
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
【
反
対
討
論
】　
古
川
よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
守
谷
智
明 
議
員

議
案
第
８
号
…
…
…
…
…
…
…

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
反
対
討
論
】　
古
川
よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
守
谷
智
明 

議
員

議
案
第
27
号
…
…
…
…
…
…
…

　

令
和
６
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
予
算

【
反
対
討
論
】　
古
川
よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
伊
藤
正
実 

議
員

議
案
第
29
号
…
…
…
…
…
…
…

　

令
和
６
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
【
反
対
討
論
】　
古
川
よ
し
枝 

議
員

【
賛
成
討
論
】　
守
谷
智
明 

議
員
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
10
人
　
　
質
問
20
項
目

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
っ
て
い

た
だ
く
と
、
各
議
員
の
一
般

質
問
の
様
子
が
動
画
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
直
井
議
員

　
本
市
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
、
市

外
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
人
、
本
市
に

通
勤
通
学
し
て
い
る
人
を
含
め
、
本
市

に
関
係
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
本
市

を
積
極
的
に
盛
り
上
げ
て
い
く
一
員
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
市
職
員
全
員

が
積
極
的
に
市
の
魅
力
を
市
民
に
届
け

て
い
く
「
広
報
マ
イ
ン
ド
」「
Ｐ
Ｒ
マ
イ

ン
ド
」
を
醸
成
し
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市

推
し
」
の
空
気
を
作
り
本
市
の
魅
力
を

高
め
、
市
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
取
組
が

必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
展
開
し
て
行
く

の
か
伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
の
情
報

発
信
は
、
移
住
・
定
住
に
繋
げ
る
こ
と

を
意
識
し
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
は
市
民
に
向
け
た

イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
シ
フ
ト

し
、「
１
０
０
年
間
愛
さ
れ
る
地
元
を
つ

く
ろ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民
が

市
に
愛
着
や
共
感
を
持
ち
、
自
ら
市
の

魅
力
を
外
に
発
信
す
る
取
組
を
展
開
し

て
い
る
。

　
今
後
も
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と

と
も
に
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

人
々
の
心
を
ひ
き
つ
け
、
充
実
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
る
新
た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
連
携
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ふ
る
さ

と
納
税
と
相
乗
効
果
が
高
め
ら
れ
る
よ

う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

直井　高宏

本
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

と
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
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●
本
間
議
員

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
妊
産

婦
タ
ク
シ
ー
利
用
料
一
部
助
成
事
業
に

つ
い
て
年
度
別
に
利
用
者
数
と
利
用
延

べ
回
数
を
伺
う
。ま
た
市
内
に
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
業
す
る
ま
で
多
く

の
方
が
近
隣
の
産
科
医
療
機
関
を
利
用

し
て
い
る
。
産
科
医
療
機
関
の
所
在
地

を
市
町
村
別
に
利
用
者
数
を
伺
う
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
陣
痛
時
等

に
対
応
可
能
な
協
力
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
妊
産
婦
が
破
水

し
た
事
で
車
内
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
場

合
の
対
応
つ
い
て
市
の
見
解
が
あ
れ
ば

伺
う
。

●
こ
ど
も
局
長

　
令
和
４
年
度
は
実
利
用
者
30
人
、
利

用
延
べ
回
数
１
２
０
回
、
産
科
医
療
機

関
の
市
町
村
別
の
内
訳
は
、
つ
く
ば
市

47
回
、
守
谷
市
66
回
、
取
手
市
５
回
、

そ
の
他
県
内
他
市
や
県
外
は
２
回
で
あ

る
。

　
令
和
５
年
度
は
実
利
用
者
45
人
、
利

用
延
べ
回
数
２
０
６
回
、
産
科
医
療
機

関
の
市
町
村
別
の
内
訳
は
、
つ
く
ば
市

63
回
、
守
谷
市
80
回
、
取
手
市
２
回
、

そ
の
他
県
内
他
市
や
県
外
は
61
回
で
あ

る
。

　
ま
た
、
万
が
一
の
車
内
で
の
破
水
に

備
え
、協
力
を
依
頼
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

会
社
に
は
市
か
ら
防
水
シ
ー
ト
と
バ
ス

タ
オ
ル
を
事
前
に
提
供
し
て
い
る
。
な

お
、
乗
車
中
破
水
し
た
場
合
、
清
掃
料

等
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
確
認

し
て
い
る
。

　
今
後
も
タ
ク
シ
ー
会
社
に
依
頼
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
に

つ
い
て
の
情
報
を
妊
産
婦
に
伝
え
て
い

く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
選
挙
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

●
古
川
議
員

　
つ
く
ば
市
で
は
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
人
口
増

加
に
伴
い
中
学
卒
業
生
が
増
加
し
て
お

り
、
市
内
の
希
望
す
る
県
立
高
校
普
通

科
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
も
含
む
つ
く
ば

エ
リ
ア
）
へ
の
進
学
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
市
民
は
新
設
も
含
め
た

学
級
増
を
求
め
て
い
る
。
行
政
も
市
議

会
・
県
議
も
オ
ー
ル
つ
く
ば
で
情
報
を

共
有
し
、
学
級
増
等
の
改
善
を
求
め
て

い
る
。
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
人
口
増
加
の
当
市

に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。
当
市
の
中
学
卒
業
数
の

推
移
と
こ
の
課
題
に
つ
い
て
の
所
見
に

つ
い
て
伺
う
。

●
教
育
部
長

　
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
つ
い
て
、
今

後
10
年
の
小
学
校
児
童
数
の
ピ
ー
ク
は

令
和
６
年
度
、
中
学
校
生
徒
数
の
ピ
ー

ク
は
令
和
９
年
度
で
、
そ
の
後
、
緩
や

か
に
減
少
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

●
教
育
長

　
高
等
学
校
の
配
置
や
学
級
数
は
茨
城

県
が
計
画
し
て
お
り
、
生
徒
数
や
募
集

枠
の
状
況
を
把
握
す
る
中
で
、
県
へ
の

要
望
な
ど
必
要
性
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児
童
生
徒

が
希
望
す
る
進
路
先
に
進
め
る
よ
う
、

小
中
学
校
で
の
進
路
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
児
童
生
徒
が
夢

や
希
望
を
も
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
充
実
し
た
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。
特
に
中
学
校

卒
業
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
次
へ
の
ス

テ
ッ
プ
に
向
け
て
進
路
選
択
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一
人
一
人
の
生

徒
に
寄
り
添
い
、
丁
寧
な
進
路
指
導
に

努
め
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
市
水
道
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

　
☆
砂
塵
対
策
に
つ
い
て

古川　よし枝

つ
く
ば
エ
リ
ア
の
県
立
高
校
（
普
通

科
）学
級
不
足
に
つ
い
て

本間　真由美

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
と

破
水
時
の
対
応
策
に
つ
い
て
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●
伊
藤
議
員

　
街
灯
（
防
犯
灯
、
公
園
灯
、
道
路
灯
）

に
つ
い
て
、
暗
い
、
少
な
い
、
と
い
う

声
が
多
い
。ル
ー
ル（
要
綱
）で
は
60
メ
ー

ト
ル
間
隔
に
設
置
と
し
て
い
る
が
、も
っ

と
短
い
間
隔
で
設
置
す
る
こ
と
は
。
照

度
も
、
も
っ
と
明
る
く
す
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。
公
園
の
街
灯
も
遅
く

な
る
と
消
灯
し
て
し
ま
う
が
、
点
灯
し

て
防
犯
灯
と
共
に
使
っ
て
、
明
る
く
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。
人
の
集
ま
る

所
は
更
に
明
る
く
す
る
な
ど
、
防
犯
等

の
効
果
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
要

綱
の
改
正
を
含
め
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

●
副
市
長

　
防
犯
灯
の
設
置
間
隔
は
、要
綱
で
「
原

則
と
し
て
お
お
む
ね
60
メ
ー
ト
ル
と
す

る
」と
定
め
て
い
る
が
、曲
り
角
等
に
は
、

警
察
庁
の
「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
要
綱
」
に
示
さ
れ
る
照
度
に
満
た
な

い
場
所
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
要
綱

の
見
直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
安

全
確
保
上
必
要
の
あ
る
場
合
に
は
、
要

綱
に
よ
ら
ず
60
メ
ー
ト
ル
よ
り
短
い
間

隔
で
も
設
置
を
進
め
て
い
る
。

　
公
園
の
夜
間
点
灯
は
、
管
理
す
る
都

市
計
画
課
と
協
議
し
、
公
園
周
辺
住
民

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
点
灯
時
間
延
長

に
向
け
検
討
す
る
。

　
要
綱
見
直
し
は
行
政
区
単
位
で
現
地

調
査
を
進
め
て
お
り
、
伊
奈
地
区
が
令

和
５
年
度
内
に
完
了
、
令
和
６
年
度
に

谷
和
原
地
区
・
み
ら
い
平
地
区
を
行
う
。

要
綱
の
改
正
前
で
も
安
全
確
保
の
た
め

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
対
応
し
て
い

く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
財
政
に
つ
い
て

　
☆
公
園
遊
具
に
つ
い
て

●
岡
本
議
員

　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
市
役
所
窓
口

に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
の
方

や
難
聴
の
症
状
を
お
持
ち
の
方
が
、
マ

ス
ク
の
着
用
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
に
よ
る
聞
こ
え
づ
ら
さ
を
解
消
し
、

大
き
な
声
で
会
話
し
個
人
情
報
を
周
囲

に
聞
か
れ
る
リ
ス
ク
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
も
繋
が
る
。

　

安
心
し
て
手
続
き
や
相
談
が
で
き
、

円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
思

疎
通
が
取
れ
、
時
間
短
縮
も
見
込
ま
れ

る
た
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し

て
導
入
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
現
在
、
高
齢
者
や
難
聴
の
症
状
を
お

持
ち
の
方
に
対
し
、
主
に
筆
談
ボ
ー
ド

や
卓
上
型
対
話
支
援
ス
ピ
ー
カ
ー
等
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
用
い

て
説
明
を
行
っ
て
い
る
他
、
窓
口
Ｄ
Ｘ

事
業
に
お
け
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
の

利
用
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
住
民
票
の

写
し
等
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
の
観

点
に
お
い
て
も
、
優
れ
た
特
性
が
発
揮

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
装
着

す
る
際
に
も
耳
へ
の
負
担
が
少
な
く
、

衛
生
面
の
安
心
に
加
え
、
導
入
に
お
け

る
コ
ス
ト
面
も
安
価
で
あ
る
。

　
今
後
、
他
自
治
体
の
導
入
状
況
や
実

績
を
注
視
し
つ
つ
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
の
機
能
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ
簡
易
型

自
動
録
音
機
の
活
用
に
つ
い
て

岡本　昌弘

市
役
所
窓
口
に
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
」の
導
入
に
つ
い
て

伊藤　正実

街
灯（
防
犯
灯
、
公
園
灯
、
道
路
灯
）

に
つ
い
て
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●
小
林
議
員

　
近
年
、
公
立
幼
稚
園
の
入
園
希
望
者

が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
要

因
と
減
少
し
て
い
る
現
状
を
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
幼
児
教
育
を
行
う
上
で
は
、
一
定
規

模
の
集
団
生
活
で
の
教
育
環
境
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
公
立
幼
稚
園
の
役
割
、

今
後
の
方
向
性
や
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
共
働
き
世
帯
が
増
え
、
保
護
者
ニ
ー

ズ
と
し
て
は
延
長
保
育
の
導
入
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

●
教
育
部
長

　
園
児
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
幼
児

教
育
保
育
の
無
償
化
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
経
済
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
幼

児
教
育
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ
と
や
、

社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
保
育
所
や
認

定
こ
ど
も
園
へ
入
所
を
希
望
す
る
保
護

者
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

　
公
立
幼
稚
園
で
は
、
支
援
が
必
要
な

幼
児
の
受
け
入
れ
な
ど
、
私
立
幼
稚
園

等
で
は
難
し
い
部
分
を
補
う
役
割
が
あ

り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
充
実
し
た

幼
児
教
育
を
提
供
す
る
た
め
一
定
の
園

児
数
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
延
長
保
育
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
出
産
後
、
早
期
に
職
場
復
帰
す
る

た
め
、
３
歳
未
満
か
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ

も
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
幼
児
教
育
の

枠
に
と
ど
め
ず
、
子
育
て
支
援
全
体
と

し
て
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
継
続

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
吉
田
議
員

　
谷
原
三
万
石
を
担
う
水
田
農
業
に
お

い
て
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を
加
速
化

さ
せ
、
大
規
模
経
営
体
に
よ
る
作
業
の

効
率
化
や
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
育

成
が
急
務
で
あ
る
。
水
田
農
業
を
担
う

大
規
模
、
中
規
模
、
小
規
模
な
ど
経
営

体
を
分
類
し
、
現
況
や
支
援
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
方
を
伺
う
。
ま
た
、
農
業
資

材
高
騰
に
よ
る
経
費
の
負
担
増
や
人
材

不
足
な
ど
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
食

料
安
定
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
魅
力
あ

る
水
田
農
業
の
維
持
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
後
の
水
田
農
業
の
在
り
方
、
方
向
性

を
伺
う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
現
在
、
農
業
支
援
事
業
は
全
体
的
に

広
く
対
象
と
し
て
お
り
、実
施
に
あ
た
っ

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
者
に
寄
り
添
い
、

事
情
に
応
じ
た
対
応
に
努
め
て
い
る
。

規
模
ご
と
に
有
効
な
事
業
は
、
中
規
模

以
上
の
経
営
体
の
課
題
解
決
の
た
め
市

単
独
補
助
事
業
を
設
け
集
約
促
進
を
図

る
他
、
ス
マ
ー
ト
農
機
を
活
用
し
て
効

率
化
を
図
り
規
模
拡
大
へ
繋
げ
る
た
め

の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
新
た
な
市
場
開
拓
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
付
加
価
値
向
上
の
た
め
に
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
等
の
支
援
に
取
り
組
む
。

　
農
業
は
食
糧
生
産
体
制
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
古
く
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
本
市
の
農
業
を
次
の
世
代
に

繋
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
目
指
す
べ
き

目
標
を
高
く
設
定
し
、
先
々
を
見
据
え

た
「
み
ら
い
型
農
業
」
を
推
進
し
、
儲

か
る
農
業
の
実
現
に
努
め
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
職

場
環
境
と
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
対
応
に
つ
い
て

小林　芳子

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
今
後
の
公

立
幼
稚
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

吉田　稔之

儲
か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
た
水
田

農
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
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●
マ
ク
キ
ム
議
員

　
本
市
は
、
国
外
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
カ
ル
カ
ル
市
と
友
好
都
市
協
定
を

結
び
、
台
湾
の
桃
園
市
と
国
際
交
流
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
埼
玉
県

伊
奈
町
と
友
好
都
市
提
携
協
定
を
、
千

葉
県
香
取
市
と
友
好
都
市
協
定
を
結
ん

で
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
現
状
と
市
内
に
居
住
す
る

外
国
籍
の
方
々
の
人
数
、
市
民
間
の
交

流
に
よ
り
生
ま
れ
る
多
文
化
共
生
の
支

援
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
多
文
化
交
流
推
進
の
た
め
に

実
施
を
予
定
し
て
い
る
事
業
や
支
援
に

つ
い
て
、
そ
し
て
今
後
の
市
の
取
組
や

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　
カ
ル
カ
ル
市
と
は
教
育
分
野
に
お
け

る
交
流
に
つ
い
て
協
議
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
桃
園
市
と
は
更
に
相

互
交
流
を
深
め
て
い
く
。
伊
奈
町
や
香

取
市
と
は
観
光
Ｐ
Ｒ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交

流
を
行
っ
て
い
る
他
、
北
海
道
稚
内
市

と
は
小
学
生
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
交
流
や
ホ
タ
テ

給
食
の
提
供
な
ど
行
っ
た
。

　

本
市
に
は
40
の
国
と
地
域
か
ら

９
３
０
名
が
在
住
し
て
い
る
。
外
国
人

へ
の
支
援
と
し
て
「
外
国
人
の
た
め
の

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
た
他
、

相
談
業
務
等
、
市
民
団
体
活
動
に
対
す

る
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
多
文
化
共
生
の
取
組
と
し
て
は
、
今

後
の
支
援
等
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
、

市
民
が
日
本
文
化
を
再
認
識
し
国
際
感

覚
を
育
む
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組
む
。

　
今
後
も
国
籍
や
民
族
等
異
な
る
人
々

が
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
、
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
し
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

の
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
設
置
に
つ

い
て

●
飯
村
議
員

　
福
岡
工
業
団
地
へ
の
日
本
を
代
表
す

る
食
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
と
そ
の
周

辺
地
区
の
開
発
構
想
、
令
和
６
年
度
中

に
は
板
橋
か
ら
み
ら
い
平
ま
で
を
直
結

す
る
県
道
野
田
牛
久
線
の
開
通
、
更
に

は
み
ら
い
平
か
ら
国
道
３
５
４
号
バ
イ

パ
ス
を
結
ぶ
東
楢
戸
台
線
の
開
通
が
待

た
れ
る
な
ど
、
当
市
の
イ
ン
フ
ラ
は
整

い
つ
つ
あ
り
、
ま
す
ま
す
成
長
力
が
高

ま
る
事
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
活
か
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
つ
く

ば
み
ら
い
市
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。

●
市
長

　
本
市
の
人
口
は
毎
年
増
加
し
て
お
り
、

人
口
増
加
率
は
県
内
１
位
、
全
国
９
位

と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
増
加
率
で
あ

り
、
成
長
著
し
い
自
治
体
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
み
ら
い
平
地
区
で
は
、
子

育
て
世
代
か
ら
移
住
先
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
中
で
、
住
宅
用
地
と
し
て
供

給
す
る
土
地
が
な
く
、
新
た
な
住
宅
開

発
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
賑
わ
い

を
増
し
て
い
る
み
ら
い
平
地
区
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
市
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る
た

め
、
み
ら
い
平
地
区
周
辺
に
お
い
て
新

た
な
住
宅
地
形
成
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
で
、
現
在

も
発
展
を
続
け
て
い
る
本
市
の
勢
い
を

さ
ら
に
推
し
進
め
、
み
ら
い
に
繋
が
る

好
循
環
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
市
内
に
あ
る
市
民
農
園
と
家
庭
菜

園
に
つ
い
て

　
☆
外
国
人
参
政
権
に
つ
い
て

飯村　裕一

み
ら
い
に
繋
が
る
新
た
な
つ
く
ば
み

ら
い
市
像
に
つ
い
て

マクキム 洋子

国
際
交
流
や
友
好
都
市
と
の
交
流
状

況
に
つ
い
て
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●
松
本
議
員

　
数
年
来
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ

れ
る
風
水
害
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
な
ど
毎
年
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
有
事
の
際
の

公
助
と
し
て
の
備
え
を
伺
う
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
初
動
対
応
は
自
助・

共
助
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
免
許

証
を
返
納
し
た
方
や
ご
家
族
が
お
勤
め

等
さ
れ
て
い
て
子
供
さ
ん
し
か
家
に
い

な
い
方
な
ど
、
避
難
所
へ
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
方
々
へ
の
対
応
等
、
行
政

と
し
て
自
助
・
共
助
に
求
め
る
点
等
に

つ
い
て
伺
う
。

●
副
市
長

　
市
が
自
然
災
害
等
の
備
え
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
主
な
対
策
と
し
て
、
避

難
所
の
確
保
、
防
災
備
蓄
品
の
整
備
、

情
報
発
信
、
出
前
講
座
の
開
催
、
避
難

行
動
支
援
、
市
民
の
参
加
も
含
め
た
防

災
訓
練
の
実
施
が
あ
る
。
そ
の
他
、様
々

な
災
害
協
定
を
締
結
し
災
害
に
備
え
て

い
る
。

　
自
助
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
必
要
な
準
備
を
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
。
共
助
に
つ
い
て

は
、
地
域
内
の
皆
様
で
声
を
か
け
あ
い
、

地
域
全
体
で
早
め
の
避
難
を
す
る
こ
と
、

特
に
逃
げ
遅
れ
が
な
い
よ
う
協
力
し
合

う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　
市
と
し
て
も
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
等
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
資
す
る

支
援
を
継
続
す
る
。

　
今
後
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害

へ
の
備
え
や
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ

う
、
自
助
・
共
助
の
必
要
性
に
つ
い
て

周
知
す
る
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

守
谷　

智
明

　

副
委
員
長　

マ
ク
キ
ム　

洋
子

　

委　
　

員　

直
井　

高
宏

　
　
　
　
　
　

松
本　

譲
二

　
　
　
　
　
　

吉
田　

稔
之

　
　
　
　
　
　

中
島　

督
仁

　
　
　
　
　
　

前
嶋　

竜
乃
介

議
会
広
報

議
会
広
報
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
のの
紹
介
紹
介

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
市
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。	

松本　譲二

風
水
害
、
地
震
等
有
事
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て
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令和６年　第２回定例会

※日程等については、変更になる場合があります。なお、会期日程は、
議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会
初日の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わ
せください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、市立図書
館、議会事務局でご覧いただけます。なお、
最新の会議録の公開開始は、各定
例会終了から概ね３か月後となり
ます。

◆ 本会議ライブ配信・録画配信 ◆
本会議の模様をインターネットを通して、ご
自宅・外出先等から YouTube のライブ映像
をご視聴できます。
また、つくばみらい市議会では、「市民に身近な、
開かれた議会」を目指し、ホームページより
録画の配信を行っています。それ
ぞれの映像の掲載期間は１年とな
ります。どうぞ、ご覧ください。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎、谷和原庁舎及びみら
い平市民センターのロビーに設置してあるテ
レビで、本会議の様子を生中継しています。
どうぞ、ご視聴ください。

　議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴する
ことができます。
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢を
記入していただくことで、傍聴席に入場できます。
　議場の構造上、議会映像配信（ライブ配信・録
画配信）において、傍聴席が映り込む可能性があ
ります。ご了承お願いします。

◆ 市議会の傍聴について ◆ ● 感染症対策のお願い ●
　本会議・委員会を傍聴される際には、次のとお
りご協力をお願いします。

１．傍聴受付前に設置している消毒液で手指の消
毒をお願いします。

２．当日の朝にご自宅で検温し、高熱のある場合
や体調不良（だるい・咳が出るなど）の場合
は傍聴の自粛をお願いします。

　マスクの着用は、「個人の判断」が基本となり
ます。本人の意思に反してマスクの着脱を強いる
ことがないよう、ご理解・ご協力をお願いします。

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページでは音声による議会だよりの配
信を行っています。音声は、ボランティア団
体『朗読グループかたくり』のご協力で音声
訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な
方々を対象に、無料で CD の貸し
出しをしています。ぜひ、お聴き
ください。

ご意見ご感想をお寄せください！
「議会だより」についてのご意見・ご
感想をお寄せください。今後の本誌
編集の参考にさせていただきます。
また、議会についてのご意見等あり
ましたら併せてお聞かせください。

つくばみらい市
イメージキャラクター

「みらいりんぞう」R

傍聴者の守るべき事項があります。
詳細は議会事務局にお問い合わせ
願います。 R
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